第22回高輝度電子源検討会議事録案

日程：2009年4月12日（月）

時間：13：30～14：30

出席者：宮島、松葉、本田（洋）、佐藤（康）、山本（将）(KEK会場）永井、西森（JAEA会場）、桑原、奥見（名大会場）、飯島、栗木、増元（広大会場）

○西森氏より、500kV電子銃一号機開発の現状について報告があった。

溶接ビードにより組み込できなかったアノードを追加工し、設置できるようになった。NEGの放電防止シールドの設置を確認した。NEGは準備している400l/sx8 + 2000l/sx2を組み込む予定。カソード準備容器からの輸送ロッドを設置した。

Q:アノードを絶縁しているとのことだが、導入端子は？

A:側面にあるNEG用の導入端子を流用する予定。

Q:エクストラクターゲージが故障したとのことだが、具体的な症状は？

A:詳細は不明だが、作業途中に何かをぶつけて物理的に壊してしまったらしい。

Q:Anodeを含めたHVテストの予定は？

A:1-2ヶ月をめどに準備を進めている。

○山本将博氏より、200ｋV電子銃、500kV二号機の現状について報告があった。

200ｋV銃は名古屋と同等の真空を再現したので、化学洗浄なしでカソード活性化のテストを行った。QE9.0%@546nmがおよそ一日で8.5%へと減少した。今後、ダミーカソードプラグを製作してHVコンディショニングを行う予定。500kV二号機はスループットによるガス放出量の測定を行ったが、SUSによる測定チャンバーからのガス放出が支配的で、電子銃Ti筐体からのガス放出は測定限界以下、という結果だった。また、極高真空でのクライオおよびNEGの排気速度の測定を産総研と共同で行う予定。

Q:化学洗浄なしとのことだが、大気暴露したあとに使用したのか？In線は用いたのか？

A:通常のパックから大気中に取り出して装着している。In線を用いている。Csディスペンサーの電流は4.2A程度、温度は590℃程度で放射温度計でモニターした。

Q:バイアスおよび電流は？

A:活性化時のバイアスは100V、電流は数100nAである。

Q:ダミーカソードは通常のパックと異なるのか？

A:外にでる面が完全に滑らかなものである。通常のパックにGaAsを装着しない場合、ウエネルトとの間に隙間ができ、またInの残りなどもある。

Q:二号機のTi表面積は？山口大学の結果と矛盾しない？

A:およそ2m2である。今回の結果は測定限界以下なので、山口大学の結果と矛盾していない。

Q:産総研との共同研究で真空計の較正はどのようにおこなうのか？

A:基本的には較正済の真空計との比較で行うが、微小ガス導入時の平衡圧力測定などでガス種別に較正する。

Q:架台が鉄製とのことだが、磁化は問題とならないのか？

A:よくわからない。問題となるようならSUSなどに変更するが、現状では予算から鉄製にしている。

Q:クライオポンプはコンプレッサーと本体が分れているのか？振動が気になるが？

A:コンプレッサーは本体とは別になっている。冷凍機自身も振動するが、そんなに激しくはない。

その他

○名古屋大学の提案した大学支援事業が採択された。超格子の最適化等カソード開発を行ってゆくが、物心両面の協力をよろしくお願いしたい。

○広島大学提案の大学支援も採択された。カソードの特性測定に全体として取り組んで行きたい。名古屋大とも今まで以上に協力していく。

○JAEAにおけるカソード活性化の際、Csディスペンサーを焚いた時に光電流のモニター値が大幅に増加するという現象がみられる。他の機関でも同様か？

A：名古屋では電流値が減少して見える。

A:広島大でも電流値は減少して見える。

Q:光の照射で変わるか？

A:光の有無でCsディスペンサーによると思われる電流は変わらない。

次回会合は5月17日(月）13時30分より

文責　栗木

